
 

 

「突然の休校や学校行事の中止・規模縮小などがあったけれど、かけがえのない

日常を無駄にせず、今できることを精一杯やりたい。」 

これは、ある新聞に掲載された中学生の投稿です。昨年２月末の一斉臨時休業以

降、子供を取り巻く状況は一変しました。ことごとに制約の掛かる生活が続いてい

ます。そのような中でも、前向きな考えをもって頑張っている子どもたちに倣っ

て、私たち大人も、刻々と変わる現状に適切に対応しつつ、先を見据えた取組を進

めたいものです。 

 

今回は、「ＩＣＴを活用した実践事例」と「えひめっこピカイチコンテスト 作

品展示」の２つの話題を取り上げます。 

 

１ ＩＣＴを活用した実践事例について 

現在、県内各地で「ＩＣＴ教育指導教員養成研修（オンライン研修）」が行わ

れています。Web 会議システムに慣れていない方からは、大いに勉強になった、

授業活用へのイメージができた、と好評を博しています。一方、使い慣れている

方からは、１コマ２時間が長く感じたとの声も聞かれます。「そこそこできる者」

を「かなりできる者」に引き上げるのではなく、「そこそこできる者」を大勢育

成するというコンセプトをご理解のうえ、本研修２コマ、計４時間を有効に使っ

ていただきたいと思います。 

さて、本サイトには今、県内各小中学校から、ＩＣＴを活用した実践事例が

次々と投稿されています。昨年11月にオンラインで開催した学力向上推進主任

研修会の事後課題として、１月末を目途に掲載を依頼したものです。１月21日

現在で、309事例が集まっています。 

各校の投稿が完了した暁には、小中別、教科等別など、いくつかのカテゴリー

に分類しますので、一人一人のニーズに応じて積極的に閲覧、活用していただき

たいと思います。 

ここで、多岐にわたる情報をコンパクトにまとめていただいた、西条市立小松

小学校の実践事例を紹介します。事例の一つに、理科の実験の様子を撮影し、動

画サイトにアップするとともに、その動画のＱＲコードをワークシートに掲載

するというものがあります。ＱＲコードの添付によって、これまでであれば、授



業中にしか見ることができなかった実験の様子を、家庭などでもう一度視聴し、

振り返ることができます。学習内容のより確実な定着を図るうえで、有効な方法

ではないかと思われます。 

以下に、小松小学校の実践事例（計４ページ）の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ えひめっこピカイチコンテスト 作品展示について 

学校が臨時休業となった期間（４～５月）の子供の家庭生活や家庭学習の充実

を図ることを目的に、各機関の協力を得て実施した「えひめっこピカイチコンテ

スト」。「愛あるエピソード部門」「愛ある塗り絵部門」「愛ある研究部門」の３部

門に、県内の小・中学生延べ１９，３９０人からの応募がありました。 

「エピソード部門」では、家族や友達、地域の方々とのエピソードを題材とし

て、身近な人との触れ合いの大切さや感謝の気持ちなどを表現した作品が寄せ

られました。 

「塗り絵部門」では、色鉛筆や水彩に限らず様々な用具を用いて、愛媛の風景、

名産品、ご当地キャラクターなど、「ふるさと愛媛」を生き生きと表現した作品

が多数寄せられました。原画の作成に当たっては、県内の美術科の先生方に協力

をしていただきました。 

「研究部門」においても、実験や観察といった理科的な内容のみならず、料理



やスポーツ、音楽など、様々なジャンルの個性溢れる研究が寄せられました。ど

の作品からも、自分の興味があることを追究しようと、休業中にたっぷりと時間

を掛けて、楽しく取り組んだ様子が伝わってきました。 

現在、愛媛県生涯学習センターにおいて、特選及び優秀作品（全９４点）の作

品展を開催中です。ぜひ、ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


